７　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),三)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しま),島)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆ),由)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),紀)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(お),夫)「小説読本」 ─誘惑との戦いに駆り立てられる老狐の姿から人間の本質を考察するエッセイ
17年度　西南学院大学
★　次の文章を読んで、後の問い（１｜６）に答えよ。
 eq \o\ac(□,1)　「釣狐」という哀切な狂言は、ａEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),分別)ある老狐がｂEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わな),穽)と知りつつ、穽の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こう),好)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じ),餌)の誘惑と全力的に戦ってついに負ける怖ろしい物語だが、これが若い狐の話だったら、お話は実につまらなくなるだろう。若い未経験な狐は、あらゆる誘惑との戦いに悲壮な自己（ア）トウスイを感じるだろうが、分別ざかりの狐にとっては、その戦いはみっともない、恥も（イ）ガイブンもないものになることは知れており、従って彼の戦いの　　Ａ　　は、最高度に虚栄心を免れていることだ。彼は穽が何たるかを知っている。好餌が何たるかを知っている。しかし「知っている」ということは何と無効だろう。彼はその（ウ）惨澹たる結果をよく知っている。しかし（エ）結果についての知識が、われわれを無気力にだけ押し沈めるとは限らないのである。
 eq \o\ac(□,2)　狐に限らず、人間の生成も奇妙なもので、青年のことを「ｃEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　　　),春秋に富む)」などというのは、単なる①初等数学的計算であって、青年は未来を決して所有せず、年をとるに従って未来をだんだん的確に所有しはじめ、老年こそもっともその手のうちに、未来を確実にからめとっているものなのだ。（未来を持たないということこそ青年の特徴だった。私はそれを象徴的にも現実的にもよく知っていた。）そしてこの点では、芸術家も現実家も少しも変りはない。芸術家がその反社会的企図によって未来をからめとり、未来を着実に先取することに成功するのが、すなわち彼の　　Ｂ　　である。老狐ももちろんこのことをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わきま),弁)えていた。又、狐という存在の本質が、人間社会から見て、反社会的なものであることをも eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ち),知)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しつ),悉)していた。人間社会に媚態を呈し、人間主義にかぶれたりする、②眼鏡をかけた若い狐なんかを腹の底から軽蔑していた。
 eq \o\ac(□,3)　ただ彼は老いており、未来を確実に所有しており、それが彼の重大な欠陥だった。知識が事物の誘惑力をｄEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),減殺)するどころかむしろそれを強め、結果の無効と敗北の認識が、行為の魅惑をますます甘いものにするということを知っていた。葡萄に手が届かずに諦める狐のたとえ話は、真っ赤な噓だった。このような狐の犯す危険とは、おそらく　　Ｘ　　危険ではあるまい。冒険心に充ちた向う見ずの若い狐が犯す、軽率な、非本質的な危険と同じものではあるまい。老狐は自分の存在理由を全面的に否定するような危険にしかEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps10 \o\ad(\s\up 10(ひ),惹)かれないからだ。そういう危険でなくては彼には物足りないし、危険に対して彼が世間智から（オ）オクビョウであり用心深くあればあるほど、その危険の魅惑は、彼の最大の用心深さを（カ）薙ぎ倒すようなものでなければならないからだ。夢みられた危険はますます　　Ｃ　　する。彼が所有したと一旦は信じた未来を根こそぎにするような、彼の存在の本質の全否定の上に成り立つようなその危険は、彼の「未来の所有」を奪うようにしか働かないだろう。それがその危険の最大の効用であるだろう。彼をして再び、「未来を持たない存在」に　　Ｄ　　せしめるような危険。つまり、老狐を魅する最大の危険とは、「青春」に他ならぬであろう。
問１　　　Ａ―Ｄに最も適当な言葉を次の１―８の中からそれぞれ一つ選び、その番号を記入せよ。同じ言葉を二度使ってはならない。
１　還元　　２　焦点　　３　誇張　　４　完成
５　利点　　６　成熟　　７　従属　　８　肥大
Ａ＝［　　　］　　Ｂ＝［　　　］　　Ｃ＝［　　　］　　Ｄ＝［　　　］
問２　　Ｘ　に最も適当な言葉を次の１―４の中から一つ選べ。
１　不可解な　　２　半人前の　　３　生半可な　　４　不可逆の
問３　本文の内容に合致するものを次の１―５の中から二つ選べ。
１　老狐の明晰な認識はこの世界にある穽をはっきりととらえ、彼をあらゆる誘惑から常に遠ざける役割を果たす。
２　青年が未来を決して持たないのは、穽や好餌に対して無知であり危険を回避すること自体を知らないからである。
３　未来を所有する老狐が犯す危険は、冒険心を持った青年の軽はずみな行動にはない本質的な意味を持っている。
４　世間智に長けた老狐であっても、己れの存在を全否定するような危険の誘惑に足をすくわれてしまうことがある。
５　経験を積み用心深くなった老狐を魅了してやまないのは、「青春」に象徴される未来という輝かしい時間である。
◎問４　傍線（エ）「結果についての知識が、われわれを無気力にだけ押し沈めるとは限らない」のはなぜか。その理由を簡潔に表している箇所を本文中から抜き出して、始めと終わりの三字ずつを記入せよ（句読点は数えない）。
始め［　　　　　　　　　　］　　終わり［　　　　　　　　　　］
問５　傍線（ウ）・（カ）の読み方をひらがなで記入せよ。
（ウ）＝［　　　　　　　　　　］　　（カ）＝［　　　　　　　　ぎ］
問６　傍線（ア）・（イ）・（オ）の漢字を記入せよ。
（ア）＝［　　　　　　　　　　］　　（イ）＝［　　　　　　　　　　］
（オ）＝［　　　　　　　　　　］
【確認問題】
１　波線部ａ「分別」のこの本文での意味はＡ・Ｂどちらか選べ。
Ａ　種類ごとにわけること
Ｂ　物事のよしあしを判断すること
２　波線部ｂ「穽」に陥ることを「陥穽にはまる」というが、「陥穽」の読みを答えよ。
［　　　　　　　　　　］
３　波線部ｃ「春秋に富む」の言い換えとして最適なものを次から選べ。
ア　粘り強い
イ　働き盛りである
ウ　批判ばかり口にする
エ　先が長く将来性がある
４　波線部ｄ「減殺」の「殺」と同じ読みをするものを次から選べ。
ア　悩殺　　イ　殺風景
ウ　相殺　　エ　殺生
【補充問題】
５　傍線部①「初等数学的計算」とはどういうことを表しているか。最適なものを次から選べ。
ア　単純すぎる考え
イ　難しすぎる見方
ウ　配慮を欠く態度
エ　偏った思いこみ
６　傍線部②「眼鏡をかけた若い狐」とは、どのようなことを表しているか。最適なものを次から選べ。
ア　人間を敬慕する思いを抱く若い狐
イ　人間に従順でこびへつらう若い狐
ウ　人間を見下し全く無視する若い狐
エ　人間には無関心で独善的な若い狐
【解答】
問１　Ａ＝５　　Ｂ＝６　　Ｃ＝８　　Ｄ＝１
問２　３
問３　３・４
問４　始め＝知識が　終わり＝にする　　
問５　（ウ）＝さんたん　　（カ）＝な
問６　（ア）＝陶酔　　（イ）＝外聞　　（オ）＝臆病
【確認問題】
１　Ｂ
２　かんせい
３　エ
４　ウ
【補充問題】
５　ア
６　イ
